
7 よしかわ議会だより

小
林　

昭
子

（問）　

吉
川
市
平
和
都
市
宣
言
か
ら

22
年
。
非
核
と
平
和
へ
の
願
い
は

ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
県
内
で
も

「
広
島
・
長
崎
平
和
記
念
式
典
」

へ
参
加
派
遣
、
小
中
校
へ
「
平
和

の
か
た
り
べ
」
出
前
事
業
、「
成
人

式
で
憲
法
手
帳
の
配
布
」等
、様
々

取
り
組
ん
で
い
る
。
吉
川
市
の
多

様
な
平
和
記
念
事
業
を
。

（答）
教
育
長　

市
で
は
毎
年
、
平
和

の
集
い
、
図
書
館
で
の
展
示
な
ど

行
っ
て
き
た
。
今
年
は
新
た
に
小

中
高
生
対
象
の
平
和
ツ
ア
ー
「
県

立
平
和
資
料
館
」「
丸
木
美
術
館
」

見
学
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
1
月
に
平
和
人
材
バ
ン
ク
を
利

用
し
て
平
和
講
演
会
を
し
た
。
7

月
24
日
に
同
様
の
平
和
事
業
を
行

な
う
検
討
を
し
て
い
る
。

◆
中
学
校
で
の
「
障
が
い
に
応
じ

た
特
別
の
指
導
」
を

（問）　

自
閉
症
、情
緒
障
が
い
、注
意

欠
陥
多
動
性
障
が
い
、
学
習
障
が

い
の
中
学
生
は
、進
学
、進
路
を
決

め
る
年
代
で
あ
り
、
そ
の
対
応
は

重
要
で
す
。
特
別
支
援
の
通
級
、

学
級
を
先
ず
県
に
申
請
し
実
現
を
。

（答）
教
育
長　

質
問
の
内
容
は
市
と

し
て
も
一
つ
の
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。
研
修
会
に
も
力
を
入
れ
て

き
た
。
7
月
以
降
相
談
、
個
別
指

導
な
ど
準
備
を
し
、
11
月
に
県
へ

申
請
を
行
な
い
3
月
の
回
答
に
向

け
努
力
し
て
い
く
。

◆（
新
）要
介
護
認
定
の
経
過
措
置

（問）　

国
は
4
月
か
ら
の
実
施
を
見

送
っ
た
が
こ
れ
か
ら
の
事
は
不
透

明
だ
。
市
は
市
民
の
声
を
国
に
発

信
し
自
治
体
と
し
て
の
役
割
を
。

（答）
市
長　

今
後
も
市
長
会
を
通
じ

国
へ
意
見
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

戦
後
64
年

多
様
な
吉
川
市

平
和
祈
念
事
業
を

伊
藤　

正
勝

（問）　

新
駅
の
駅
舎
の
設
計
図
と
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
の
「
施
工
協
定
」
が

明
示
さ
れ
た
。
不
況
の
影
響
は
な

い
の
か
。
吉
川
市
の
負
担
額
に
つ

い
て
も
伺
い
た
い
。

（答）
市
長　

新
駅
開
業
は
予
定
通
り

（
24
年
3
月
）。
影
響
は
な
い
。

（答）
都
市
建
設
部
長　

工
事
費
は

（
2
面
3
線
ホ
ー
ム
、
橋
上
駅
舎
、

自
由
通
路
な
ど
）
総
額
で
概
算
71

億
6
千
万
円
。
こ
れ
に
出
改
札
シ

ス
テ
ム
改
修
費
6
億
3
千
万
円
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
1
線
分
を
負
担
、

残
り
を
吉
川
市
と
武
操
跡
地
保
有

の
運
輸
機
構
が
3
対
7
の
割
合
で

負
担
。吉
川
市
負
担
は
15
億
円
程
。

（問）　

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
に
は
大
規
模

商
業
群
。
三
郷
側
武
操
跡
地
も
民

活
で
一
気
に
整
備
、
進
出
が
進
ん

で
い
る
。
吉
川
新
駅
開
業
時
の
姿

は
│
。
小
、
中
学
校
の
新
設
に
つ

い
て
も
伺
い
た
い
。

（答）
都
市
建
設
部
長　

吉
川
側
武
操

跡
地
は
22
年
度
都
市
計
画
決
定
。

運
輸
機
構
が
整
備
し
22
年
度
中
に

も
売
却
へ
。
Ｊ
Ｒ
グ
ラ
ン
ド
側
の

周
辺
整
備
事
業
も
22
年
度
都
市
計

画
決
定
を
目
指
し
準
備
を
進
め
る
。

（答）
市
民
生
活
部
長　

新
駅
に
ち
か

い
駅
南
整
備
地
区
の「
誘
致
地
区
」

に
つ
い
て
は
今
年
度
中
に
地
区
計

画
を
定
め
事
業
所
や
施
設
の
進
出

が
図
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

（答）
教
育
部
長　

住
宅
の
建
設
や
児

童
・
生
徒
数
の
推
移
を
み
な
が
ら

23
〜
24
年
度
に
か
け
て
小
学
校
を

駅
南
に
新
設
す
る
方
針
。
用
地
は

22
年
度
に
都
市
再
生
機
構
か
ら
購
入

す
る
。
中
曽
根
小
に
来
年
プ
レ
ハ

ブ
4
教
室
を
建
設
し
、当
面
の
児
童

増
に
備
え
る
。
中
学
校
用
地
は
26

年
度
の
購
入
を
メ
ド
に
し
て
い
る
。

新
駅
開
業
時
に

小
学
校
新
設
へ

　

政
務
調
査
費
の
あ
り
方
等
を
検

討
し
、
そ
の
基
準
及
び
手
続
を
明

確
に
す
る
た
め
、
吉
川
市
政
務
調

査
費
検
討
協
議
会
を
設
置
す
る
も

の
で
す
。

　

構
成
員
（
8
名
）

　
　

正
副
議
長
及
び
市
議
会
議
員

　

期
間

　
　

調
査
研
究
の
終
了
す
る
日
ま
で

　

今
定
例
会
で
は
、
次
の
3
件
を

可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
等
へ
提

出
し
ま
し
た
。（
一
部
抜
粋
）

協
議
又
は
調
整
を
行
う
た

め
の
場
の
設
置
に
つ
い
て

　

今
こ
そ
、
日
本
政
府
が
、
被
爆

し
た
世
界
で
た
だ
一
つ
の
国
の
政

府
と
し
て
、
核
保
有
国
を
は
じ
め

国
際
社
会
に
対
し
て
、
核
兵
器
廃

絶
国
際
条
約
の
締
結
を
め
ざ
し
て

国
際
交
渉
を
開
始
す
る
よ
う
働
き

か
け
る
こ
と
を
強
く
要
請
し
ま
す
。

核
兵
器
廃
絶
の
国
際
条
約

締
結
へ
、
政
府
の
具
体
的

な
努
力
を
求
め
る
意
見
書

　

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
軽
症
の
人
が
多
い
が
、
も
っ
と

毒
性
が
強
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

広
が
る
こ
と
も
想
定
し
、
対
策
の

強
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　

6
月
11
日
本
会
議
終
了
後
、
全

員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、「
武
蔵
野

線
吉
川
・
新
三
郷
間
74
ｋ
7
7
0

ｍ
付
近
新
駅
設
置
等
工
事
の
施
行

に
関
す
る
協
定
書
」
の
締
結
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

国
内
感
染
に
対
す
る
国

民
の
不
安
を
取
り
除
く

対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

今
般
の
「
経
済
危
機
対
策
」
に

お
い
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
機
能
強

化
を
図
る
た
め
、
人
員
・
組
織
体

制
を
抜
本
的
に
充
実
・
強
化
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ

い
て
は
、
機
能
強
化
を
図
る
よ
う

強
く
要
請
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
機
能
の

抜
本
的
強
化
を

求
め
る
意
見
書


